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企業課題オリエンテーションシート

 1つの商品は、様々な製造者の方に協力いただき、多くの工程を経て作られています。

その工程の 1 つが欠けると、商品は作れなくなるため、デザイナーはその全ての工程について

状況を把握しなければなりません。

戦後から続いたものづくりを支えていただいた多くの方は現役を退かれる年代となりましたが

ものが飽和してしまった状況も重なり、次代にバトンを渡すことなく廃業されようとしています。

大きな製造者であれば、全ての工程を自社内で完結させ、全工程を把握することが可能に

なりますが、多くの製造者は、分業制を採用しており、上記の状況を見過ごすことはできません。

よって当コンペでは、ものづくりの全工程を俯瞰した上で、細分化された工程の 1 つに

スポットを当ててテーマを出題させていただければと思います。

木材や金属など使用する材料が異なっても必要となる工程が塗装など着色になります。

着色は意匠面など商品に与える影響が大きな工程ですが、他の工程に比べ工賃が低いことや

作業の健康面への影響から、最も今後の継承が危ぶまれる工程と言えます。

また石油などの化学系材料への依存が強く、地球環境と労働環境の面で今後大きな舵を切る

必要性が高い分野でもあります。

そこで デザイナーの方々に上記の状況を踏まえ、 持続可能性を念頭においた 「これからの着色」

について考えていただければと思います。ベースとなる材料、工業・工芸など製造規模は問いません。

また新しいアイデアだけでなく、既存の着色方法の見直しや消費者と色との新しいかかわり方などの

提案もお聞きできればと思います。

ものづくりの現状を見つめ、次の世代へと繋げていくことができるような

アイデアと出会えることを期待しております。 
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HOLA / 川崎 和男氏デザイン RIKI CLOCK / 渡辺 力氏デザイン

私たちの企業体は、 より美しく、 より感性を刺激する創造の場として存在します。

ものづくりを通して社会の繁栄に寄与し、 すべての人のより豊かな人生のために

革新的で、 かつ永続的な美しさを提案し続けます。

https://www.lemnos.jp

｢仏具から時計へ｣

タカタレムノスの歴史は、1947年黄銅生型鋳物による仏具の製造の個人創業（現、株式会社高田製作所）に

始まります。 仏具製造を行う中で、株式会社精工舎 （現、セイコークロック株式会社）へ鋳物及び漆塗による

時計枠の納入を開始。その後、時計事業部を立ち上げ精工舎の協力工場となります。

1984 年、 時計事業部を分離独立し、 タカタレムノスの前身となる有限会社タカタを設立。

時計製造に携わり 18 年が経ち、 創業者の高田 博は、 自分たちのモノづくりへの信念がお客さまに

伝わっているのか 「直接的な評価を受けたい」 という想いを抱き、 自社製品開発をはじめます。

株式会社イーエクスデザイン （代表 - 川崎 和男氏） と商品開発に関する契約を結び、

ブランド名を GANBARA （ガンバラ） として、 1988 年に時計のシリーズを発売します。

その中で HOLA （ホーラ） はグッドデザイン賞を受賞し、 またニューヨーク クーパーヒュ ーイットミュージアム

の永久展示品に選定されます。

｢RIKI CLOCKの誕生｣

1997年頃からコピー商品の氾濫により、樹脂成型による時計枠の企画・製造をやむなく中止することになります。

その後、無垢の木材を使った枠やプライウッド枠の開発に着手するなど、 独自の技術や素材にこだわった商品

づくりへと方針変更をおこないます。

2000年、富山県プロダクトデザインコンペの表彰式にて、日本のプロダクトデザインの礎を築いた 渡辺 力氏と

交流の深い山本 章氏と出会います。 山本氏からの紹介を受け、渡辺氏との交流が深まりレムノスを代表する

時計RIKI CLOCKが誕生しました。
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東京ショールーム ドイツ ・ ミュンヘンショールーム

Quaint / 安積 伸氏デザイン

富山県高岡市にある 高田製作所 で

真鍮を鋳造し、momentum factory Orii

で銅の腐食性を利用し着色しています。

15.0％ / 寺田 尚樹氏デザイン

アルミニウムの熱伝導性の高さを利用し

手の熱で溶けやすくするアイスクリーム

専用スプーンを中心に展開するブランド

です。

SHIN / 小林 幹也氏デザイン

スタンドに挿した際に直立することで

狭いスペースにも置くことのできる

佇まいの美しいアルミニウム製の

シューホーンです。

「国内外への積極的な展開｣

また、国際見本市への出展を足がかりにドイツを中心としたヨーロッパ市場をはじめ、北米、シンガポール、

中国などの海外販売代理店と取引を行い、世界へ向けてレムノスブランドを発信しております。

2013年にはLemnos Showroomを東京都文京区・茗荷谷にオープンしました。

｢創造のためのプラットフォーム｣

川崎氏、渡辺氏をはじめ、安積 伸氏（富山デザインコンペティション2016-18審査員）、寺田 尚樹氏（富山

デザインコンペティション2003、とやまデザイン賞受賞）、小林　幹也氏（富山デザインコンペティション

2008、 とやまデザイン賞受賞）など 多くのデザイナーや建築家よりデザイン提供をいただいており、その

独創的なアイデアを実現するため、木材・金属・陶磁器など多彩な材料加工を、富山県をベースに、全国

各地の創造力豊かなサプライヤーの協力のもと行っております。

タカタレムノスは、デザイナーと作り手、双方のアイデアが交差する『創造のためのプラットフォーム』で

あり続けたいと願っております。
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